
 

 

 

 

 

 

 

これまで全人教は、教育の中にある差別をなくすために、「子どもたちの現実」から学ぶことを出発点

にしてきました。ところが今日、不登校やいじめ、貧困など、子どもたちが抱える困難が多様化・複雑化

し、おとなが子どもたちの背景やおもいを十分とらえきれなかったり、汲み取れなかったりする状況も

見られます。改めて子どもたちの現実とその背景に立ち返ることが大切であると考えます。 

次期「教育振興基本計画」で文部科学省は、「持続可能な社会の創り手の育成」、「日本社会に根差し

たウェルビーイングの向上」をコンセプトとして掲げました。『ウェルビーイング』とは何を指し、何をめざ

すのか？また、どんな実践が「ウェルビーイングな学校・園・所」につながるのか、まだまだ不透明です。 

今回、これまで全人教がすすめてきた人権教育の実践を大切にしながら、ウェルビーイングな学校・

園・所につながる具体的な子どもたちへの関わりや実践について模索する機会にしたいと考えます。 

多くの方のご参加をお待ちしています。 

２０２６年４月    公益社団法人 全国人権教育研究協議会 代表理事 戸田 雅威  

                            

記 

 

１．日  時  ２０２６年８月４日（火）１０：００～１６：３０（９：３０ 受付） 

 

２．会  場  国労大阪会館 ３階大会議室 （〒530-0034 大阪市北区錦町 2-2） 

 

３．参加資料代 ２，０００ 円 
 

４．日  程 
 

9:30  10:00  10:20                    12:00 13:00                        16:00  16:30 

受 

付 

開 
会 
行 
事 

話題提供と意見交流 
昼

食 
実践報告と討議 

閉 
会 
行 
事 

 

５．話題提供と意見交流 

 

テ ー マ ： 学校園の『ふつう』を問い直す！ 

話題提供 ： 阪上 由香 さん(NPO法人ＦＡＩＲＲＯＡＤ 代表理事) 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年度 全人教教育課題別研究会 ～創る ・ つながる ・ 切り拓く～   
                                （第１次案内） 

テーマ 「ウェルビーイングな学校・園・所」と子どもの人権 

主 催  (公社)全国人権教育研究協議会   

後 援  大阪府教育委員会・大阪市教育委員会・大阪府人権教育研究連合協議会 

     大阪市人権教育研究協議会  （申請中）  

 

 「一人ひとりの価値」「平等な機会」「選択の自由」が尊重される、公平(FAIR)で孤

立しない社会を目指すことをビジョンに、 

・学校内に平等な機会があり、評価の無い居場所を作る。 

・社会にある制度やルールを問い直す。 

ことをミッションとして、大阪の中学校・高等学校内で居場所カフェを運営するな

ど、学校や地域で、様々なわかもの支援をしている団体です。 
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６．実践報告と討議 

   実践報告①：☆ともに学ぶための工夫と実践を考える（滋賀県） 

 

実践報告②：☆わたしの子どもへのまなざしに立ち止まり考える（大阪市） 

 

 

７．参加について  

〇会場の収容人数の関係で、「全人教課題別研究会参加」の旨と、下記のことをお書きいただき、

事前申し込みをお願いします。  

 

①参加者名  

②所属等  

③緊急連絡先・メールアドレス  

 

お申し込み・お問い合わせ  

 

 

 

＊申込期日 ６月１日（月）～７月３０日（木） 

＊手話通訳が必要な方はあらかじめお申し出ください。 

   

 

８．会場周辺図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．その他  

①宿泊・弁当の斡旋は行いません。 

②ホール内での飲食も可能です。ただし、ゴミは各自お持ち帰りください。 

〇（公社）全国人権教育研究協議会事務局へ 

    Mail：office@zendokyo.com   TEL：06（6755）4081 

FAX：06（6755）4083 
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